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	私たちはH28年度から月の満ち欠けについて研究を行っている。昨年度は月齢と月の輝面率の変化の関係や,地球－月間の距離変化について研究を行った。
	まず月の輝面率変化を説明する計算式をモデル実験で求め,実際に撮影した画像から求めた輝面率と比較した（図1）。また月の視直径の変化から地球－月間の距離について調べた（図2）。
	その結果,月の輝面率の変化の様子は,おおよそサインカーブで近似できること,ただしその変化が一定ではないことが確かめられた。これらは公転に伴って地球－月間の距離が変化することによる ケプラーの第2法則の影響,つまり月の公転速度の変化が大きく関係していると考え,現在は月の公転速度の変化を観測から導くことができないか模索している。

